
【
昭
和
】

10
年
２
月
19
日　

出
口
直
日
三
代
教
主
と
出
口
日
出
麿
教
主
補
の

　
　
　
　
　
　
　

３
女
と
し
て
綾
部
に
生
誕
。
聖
師
さ
ま
は
神
聖
運

　
　
　
　
　
　
　

動
に
ち
な
み「
聖
子
」と
ご
命
名
。尊
師
さ
ま
は「
安

　
　
　
　
　
　
　

産
の
御
礼
祝
詞
や
梅
日
和
」「
ホ
ギ
ャ
ホ
ギ
ャ
と

　
　
　
　
　
　
　

泣
け
ば
可
愛
ゆ
し
福
寿
草
」
と
詠
ま
れ
る

　
　

５
月
30
日　

聖
誕
後
満
百
日
に
あ
た
る
こ
の
日
、
出
口
す
み
子

　
　
　
　
　
　
　

二
代
教
主
、
三
代
さ
ま
方
と
と
も
に
恒
例
の
弥
仙

　
　
　
　
　
　
　

山
参
拝
へ

　
　

12
月
８
日　

第
２
次
大
本
弾
圧
に
遭
遇
さ
れ
る

　
　
　
　

19
日　

ご
家
族
と
と
も
に
綾
部
・
上
野
町
月
光
閣
へ

11
年
９
月
ご
ろ　

警
察
の
監
視
厳
し
く
、
ご
家
族
と
と
も
に
上
野
町

　
　
　
　
　
　
　

藤
山
の
「
雑
草
居
」
へ
転
居

12
年
９
月　
　
　

ご
家
族
と
と
も
に
亀
岡
・
中
矢
田
農
園
へ
転
居

15
年　
　
　
　
　

若
柳
流
舞
踊
を
習
わ
れ
る

17
年
春　
　
　
　

亀
岡
国
民
学
校
（
後
の
亀
岡
小
学
校
）
に
ご
入
学

18
年
６
月
17
日　

ご
家
族
と
と
も
に
竹
田
別
院
（
兵
庫
県
朝
来
郡
）

　
　
　
　
　
　
　

へ
転
居
。
竹
田
国
民
学
校
（
後
の
竹
田
小
学
校
）

　
　
　
　
　
　
　

へ
転
校
さ
れ
る
。

　
　
　

30
日　
　

尊
師
さ
ま
も
竹
田
へ
。
こ
の
頃
の
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

後
年
〝
花
の
下
で
ご
家
族
で
お
弁
当
を
食
べ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　

た
こ
と
が
数
少
な
い
楽
し
い
思
い
出
〟
と
話
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　

る

19
年　
　
　
　
　

ご
き
ょ
う
だ
い
と
と
も
に
農
作
業
に
励
ま
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

能
楽
・
宝
生
流
の
稽
古
を
は
じ
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

姉
・
麻
子
さ
ま
と
と
も
に
三
代
さ
ま
の
茶
道
稽
古　

　
　
　
　
　
　
　

の
手
ほ
ど
き
を
う
け
ら
れ
る

23
年
春　
　
　
　

竹
田
小
学
校
を
ご
卒
業
。
京
都
の
信
徒
宅
に
下
宿

　
　
　
　
　
　
　

さ
れ
て
、
同
志
社
女
子
中
学
に
ご
入
学
。
こ
の
頃 　
　

　
　
　
　
　
　
　

三
代
さ
ま
の
お
す
す
め
に
よ
り
、
金
剛
流
の
金
剛

　
　
　
　
　
　
　

滋
夫
師
（
金
剛
流
25
世
宗
家
・
金
剛
巌
師
）
に
能

　
　
　
　
　
　
　

楽
を
師
事
さ
れ
る

25
年
春　
　
　
　

麻
子
さ
ま
、
京
太
郎
先
生
と
と
も
に
「
萩
の
庵
」

　
　
　
　
　
　
　

に
住
ま
わ
れ
る

　
　

８
月
25
日　

大
本
歌
祭
が
事
件
以
来
15
年
ぶ
り
に
復
活
し
、
麻

　
　
　
　
　
　
　

子
さ
ま
と
と
も
に
舞
姫
を
つ
と
め
ら
れ
る
。
以

　
　
　
　
　
　
　

後
、
昭
和
31
年
ま
で
歌
祭
の
舞
姫
を
毎
年
つ
と
め

　
　
　
　
　
　
　

ら
れ
る

26
年
４
月　
　
　

同
志
社
女
子
高
校
に
ご
入
学
。

　
　
　

こ
の
頃　

竹
内
敬
花
明
山
植
物
園
長
に
伴
わ
れ
、
白
山
、　

　
　
　
　
　
　
　

大
山
、和
歌
山
県
下
な
ど
で
植
物
採
集
。
当
時「
生　

　
　
　
　
　
　
　

涯
か
け
て
植
物
の
勉
強
を
し
た
い
」
と
い
わ
れ
る

　
　
　

こ
の
頃　

京
都
・
室
町
の
金
剛
能
楽
堂
で
行
な
わ
れ
た
大

　
　
　
　
　
　
　

本
歌
祭
で
舞
姫
を
つ
と
め
ら
れ
る

27
年　
　
　
　
　

京
都
で
川
那
辺
宗
貴
師
に
茶
道
を
習
わ
れ
る

　
　

９
月
１
日　

三
代
さ
ま
居
宅
と
し
て
、
葉
が
く
れ
居
が
完
成

　
　
　
　
　
　
　

し
、
三
代
さ
ま
と
と
も
に
住
ま
わ
れ
る

30
年
４
月　
　
　

京
都
女
子
大
学
文
学
部
国
文
学
科
に
ご
入
学
。
こ

　
　
　
　
　
　
　

の
頃 

ア
ラ
ラ
ギ
埴
土
会
（
夏
山
茂
樹
師
主
宰
）

　
　
　
　
　
　
　

に
ご
入
会
、「
橘
玉
日
」
の
名
で
「
は
に
つ
ち
」

　
　
　
　
　
　
　

に
短
歌
を
投
稿
し
は
じ
め
ら
れ
る
。
瑞
祥
館
で
宇

　
　
　
　
　
　
　

高
宗
香
師
に
茶
道
を
習
わ
れ
る

31
年
８
月
７
日　

朝
陽
舘
が
完
成
し
、
三
代
さ
ま
と
と
も
に
住
ま
わ

　
　
　
　
　
　
　

れ
る

　
34
年
３
月　
　
　

京
都
女
子
大
学
文
学
部
国
文
学
料
卒
業

　
　

４
月　
　
　

京
都
・
北
野
中
学
校
に
国
語
教
師
と
し
て
奉
職
。

　
　
　
　
　
　
　

翌
年
３
月
ご
退
職

　
　

10
月　
　
　

三
諸
齋
氏
と
結
婚

35
年
４
月　
　
　

大
本
本
部
に
奉
職
。
以
降
、
三
代
さ
ま
の
お
そ
ば　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

で
、
全
国
各
地
へ
の
ご
巡
教
に
随
行
さ
れ
る

　
　
　

こ
の
頃　

八
雲
琴
の
稽
古
を
は
じ
め
ら
れ
、
以
降
、
月
次
祭
・

　
　
　
　
　
　
　

大
祭
の
伶
人
を
つ
と
め
ら
れ
る

　
　
　

こ
の
頃　

小
鼓
の
稽
古
を
曽
和
博
朗
師
に
つ
い
て
は
じ
め

　
　
　
　
　
　
　

ら
れ
る

36
年
春
こ
ろ　
　

三
代
さ
ま
と
と
も
に
田
中
緒
琴
家
元
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

八
雲
琴
の
稽
古
を
さ
れ
る

40
年　
　
　
　
　

御
殿
舞
を
習
わ
れ
る

　
　

７
月
11
日　

東
光
館
完
成
舞
台
披
き
で
小
鼓
独
調
「
七
騎
落
」

　
　
　
　
　
　
　

を
ご
奉
納
（
東
京
）

　
　

12
月
16
日　

開
祖
聖
誕
祭
で
舞
囃
子
「
紅
葉
狩
」
を
ご
奉
納

41
年
９
月　
　
　

葉
が
く
れ
居
に
ご
夫
妻
で
お
住
ま
い
に
な
る

　
　

11
月
２
日 　

三
諸
宴
さ
ん
誕
生

43
年
１
月
１
日　

大
本
祭
典
奏
楽
（
八
雲
琴
）
の
指
導
員
に

46
年
１
月
１
日　

青
年
部
八
雲
琴
科
講
師
に

　
　

５
月　
　
　

花
明
山
植
物
園
長
に
ご
就
任
。
北
海
道
を
か
わ
き

　
　
　
　
　
　
　

り
に
、
東
北
、
信
州
、
北
陸
、
東
海
、
四
国
、
九

　
　
　
　
　
　
　

州
な
ど
へ
植
物
採
集
に
出
か
け
ら
れ
、
十
年
後
に

出
口
聖
子
略
年
譜



　
　
　
　
　
　
　

は
同
園
標
本
数
１
万
点
に
。
教
嗣
ご
就
任
後
も
ご

　
　
　
　
　
　
　

親
教
の
寸
暇
を
利
用
し
山
野
で
植
物
採
集
。
名
誉

　
　
　
　
　
　
　

園
長
ご
就
任(

平
成
５
年
２
月)

ま
で
23
年
間
園

　
　
　
　
　
　
　

務
を
つ
と
め
ら
れ
る

　
　

11
月
18
日　

 
出
雲
火
の
ご
用
70
周
年
記
念
祭
典
で
出
雲
大
社

　
　
　
　
　
　
　

へ
。
田
中
緒
琴
家
元
と
と
も
に
八
雲
琴「
菅
掻
曲
」　　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
「
出
雲
詣
」「
琴
の
由
来
」
を
ご
奉
納

47
年
６
月　
　
　

 

ペ
ン
ネ
ー
ム
「
花
明
山
そ
の
」
で
草
木
に
関
す

　
　
　
　
　
　
　

る
随
想
を
「
お
ほ
も
と
」
誌
に
ご
執
筆
。
人
類
愛

　
　
　
　
　
　
　

善
新
聞
（
ハ
ナ
か
お
り
）
を
含
め
、
平
成
４
年
12

　
　
　
　
　
　
　

月
ま
で
20
年
間
に
わ
た
っ
て
長
期
連
載
さ
れ
る

49
年
４
月
１
日　

 

教
主
館(

緑
寿
館)

造
営
委
員
に

　
　

７
月
３
日　

オ
ラ
ン
ダ
・
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
で
開
催
さ
れ
た
海

　
　
　
　
　
　
　

外
作
品
展
に
大
本
青
年
文
化
使
節
派
遣
団
相
談

　
　
　
　
　
　
　

役
と
し
て
ご
参
加
、
八
雲
琴
を
演
奏
さ
れ
る
。
５

　
　
　
　
　
　
　

日
ま
で

　
50
年
３
月
15 

日　

米
国
で
初
の
海
外
作
品
展
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
聖

　
　
　
　
　
　
　

ヨ
ハ
ネ
大
聖
堂
で
開
催
さ
れ
、舞
囃
子
「
西
王
母
」

　
　
　
　
　
　
　

と
小
鼓
の
連
調
「
高
砂
」
を
、
ま
た
田
中
緒
琴
家　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

元
ら
と
と
も
に
八
雲
琴
「
高
倉
山
」
を
ご
奉
納

　
　

10
月
20 

日　

国
連
創
立
30
周
年
記
念
第
５
回
世
界
精
神
頂
上

　
　
　
　
　
　
　

会
議
（
Ｔ
Ｏ
Ｕ
）
奉
告
祭
が
聖
ヨ
ハ
ネ
大
聖
堂
で

　
　
　
　
　
　
　

執
行
さ
れ
、
伶
人
を
つ
と
め
ら
れ
る
。
23
日
の

　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｏ
Ｕ
会
議
で
は
国
際
婦
人
年
記
念
の
パ
ネ
ル　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

討
議
で
教
主
ご
名
代
と
し
て
「
女
性
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　

創
始
さ
れ
、
女
性
に
よ
っ
て
導
か
れ
、
世
界
の
文

　
　
　
　
　
　
　

化
と
平
和
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
大
本
」
と
題

　
　
　
　
　
　
　

し
、
英
語
で
ス
ピ
ー
チ

52
年
３
月　
　
　

 

茶
名
「
宗
緒
」
を
う
け
ら
れ
る

　
　

５
月
19
日 　

祭
務
部
奏
楽
課
長
に

53
年
４
月
１
日　

本
部
奏
楽
課
講
師
に

　
　

５
月
７
日　

第
１
回
み
ろ
く
顕
現
祭
・
大
本
歌
祭
が
ニ
ュ
ー

　
　
　
　
　
　
　

ヨ
ー
ク
聖
ヨ
ハ
ネ
大
聖
堂
で
執
行
さ
れ
、
祭
典
で

　
　
　
　
　
　
　

伶
人
に
ご
奉
仕
、
歌
祭
で
は
舞
姫
を

54
年
４
月
６
日　

 

海
外
演
能
委
員
会
委
員
に

55
年
５
月
10
日　

第
２
回
み
ろ
く
顕
現
祭
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
聖
ヨ

　
　
　
　
　
　
　

ハ
ネ
大
聖
堂
で
執
行
さ
れ
、
伶
人
に
ご
奉
仕

　
　
　
　

11
日　

教
主
ご
名
代
と
し
て
能
「
羽
衣
」
ご
奉
納

　
　
　
　

16
日　

英
国
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
聖
堂
で
教
主
ご
名
代
と

　
　
　
　
　
　
　

し
て
能
「
羽
衣
」
ご
奉
納

56
年
１
月
１
日　

 

神
苑
整
備
委
員
会
委
員
に

57
年
５
月　
　
　

教
主
継
承
者
（
教
嗣
）
と
な
る

　
　
　
　

29
日　

第
３
回
み
ろ
く
顕
現
祭
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
聖
ヨ

　
　
　
　
　
　
　

ハ
ネ
大
聖
堂
で
執
行
さ
れ
、
伶
人
に
ご
奉
仕
。
祭

　
　
　
　
　
　
　

典
後
、
仕
舞
「
桜
川
」
を
ご
奉
納

　
　

９
月
27 

日　

教
嗣
初
の
ご
親
教
と
し
て
出
雲
路
へ
。
以
後
、

　
　
　
　
　
　
　

教
主
ご
名
代
と
し
て
全
国
各
地
を
ご
親
教

　
　

11
月
27
日 　

三
諸
斎
・
聖
子
さ
ま
ご
夫
妻
、
三
代
教
主
・
教

　
　
　
　
　
　
　

主
補
さ
ま
の
ご
養
子
に
。
出
口
姓
と
な
ら
れ
る

58
年
７
月
31
日 　

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
大
本
マ
ニ
ラ
支
部
大
神
鎮
座
祭

　
　
　
　
　
　
　

へ
。
８
月
４
日
ま
で

　
　

８
月
29
日　

南
太
平
洋
・
ポ
ナ
ペ
島
の
愛
善
農
園
旧
跡
碑
建

　
　
　
　
　
　
　

碑
式
へ
。
９
月
３
日
ま
で

60
年
２
月
３
日　

 

長
生
殿
御
造
営
推
進
委
員
会
顧
問
に

61
年
５
月
18
日 　

聖
師
・
二
代
教
主
出
雲
ご
巡
教
40
周
年
記
念
と

　
　
　
　
　
　
　

し
て
、
舞
囃
子
「
西
王
母
」
を
出
雲
大
社
神
楽

　
　
　
　
　
　
　

殿
で
ご
奉
納

62
年
８
月
３
日　

教
主
ご
名
代
と
し
て
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
へ

　
　
　
　
　
　
　

４
日
ま
で
。

　
　

９
月
19
日 　

南
米
主
会
ご
親
教
へ
。
10
月
18
日
ま
で
。
愛
善

　
　
　
　
　
　
　

堂
設
立
30
周
年
記
念
祭
に
ご
臨
席
に
な
る

63
年
１
月　
　
　

三
代
教
主
代
行
と
な
る
（「
教
主
代
行
」
ご
在
任

　
　
　
　
　
　
　

２
年
８
カ
月)

　
　

３
月
６
日　

教
主
代
行
初
の
ご
親
教
と
し
て
口
丹
波
主
会
管

　
　
　
　
　
　
　

下
へ
、
27
日
ま
で
（
※
こ
の
後
、
教
主
代
行
ご
在　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

任
中
、
全
国
18
地
方
機
関
を
ご
親
教
に
な
る

　
　

５
月
15
日 　

北
陸
本
苑
設
置
30
周
年
記
念
春
季
大
祭
へ
。
祭

　
　
　
　
　
　
　

典
ご
臨
席
後
、
舞
囃
子
「
西
王
母
」
を
ご
奉
納

　
　

７
月
25
日　

 

オ
ラ
ン
ダ
・
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
で
開
催
の
第
73
回

　
　
　
　
　
　
　

世
界
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
大
会
に
大
本
参
加
団
名
誉

　
　
　
　
　
　
　

団
長
と
し
て
ご
参
加
に
な
る
。
大
本
分
科
会
で
八

　
　
　
　
　
　
　

雲
琴
「
振
放
曲
」
を
ご
演
奏

　
　

８
月
７
日　

聖
師
さ
ま
ご
来
道
60
周
年
記
念
あ
し
わ
け
大
祭

　
　
　
　
　
　
　

へ
。
祭
典
ご
臨
席
後
、
舞
囃
子
「
西
王
母
」
を
ご

　
　
　
　
　
　
　

奉
納

【
平
成
】

元
年
３
月
27 

日　
「
大
本
は
た
ば
（
機
場
）」
が
完
成
し
、
機
織
り

　
　
　
　
　
　
　

始
め
を
さ
れ
る
（
梅
松
苑
）。
そ
の
後
、
長
生
殿
・

　
　
　
　
　
　
　

老
松
殿
神
殿
の
壁
代
、戸
帳
、御
簾
、神
旗
の
ほ
か
、

　
　
　
　
　
　
　

功
労
者
用
に
お
守
り
袋
、
み
手
代
袋
な
ど
を
織
ら

　
　
　
　
　
　
　

れ
る

　
　

９
月
15
日　

 

聖
師
皆
神
山
ご
入
山
60
周
年
記
念
秋
季
大
祭
へ



２
年
４
月
８
日　

上
谷
参
拝
へ
（
綾
部
）

　
　

７
月
８
日　

沓
島
・
冠
島
開
き
90
周
年
、
開
祖
平
和
祈
願
沓
島

　
　
　
　
　
　
　

ご
も
り
85
周
年
記
念
祭
典
へ
（
現
地
）

　
　

８
月
３
日　

ム
ル
タ
カ
比
叡
山
会
議
に
名
誉
顧
問
代
理
と
し

　
　
　
　
　
　
　

て
ご
参
加
（
京
都
）

２
年
９
月
23
日　

出
口
直
日
三
代
教
主
が
昇
天
し
、
四
代
教
主
に
就　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

任
（
55
歳
）。

　
　

９
月
30
日　

 

ご
献
歌
「
水
晶
の
種
と
生
れ
給
ふ
三
代
の
教
主

　
　
　
　
　
　
　

の
御
跡
を
か
し
こ
み
継
が
な
む
」「
祈
り
つ
つ
只

　
　
　
　
　
　
　

祈
り
つ
つ
吾
が
行
か
む
ゆ
く
て
に
雨
風
吹
き
荒

　
　
　
　
　
　
　

ぶ
と
も
」「
代
々
の
教
御
祖
の
御
跡
を
踏
み
て
行

　
　
　
　
　
　
　

か
な
む
今
日
よ
り
の
吾
」（
火
継
ぎ
の
神
事
に
て
）

　
　

11
月
５
日　

み
ろ
く
殿
で
の
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
式

　
　
　
　
　
　
　

典
へ

　
　
　
　

11
日　

 

三
代
教
主
五
十
日
祭
で
八
雲
琴
「
出
雲
詣
」
ご　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

奉
納

　
　
　
　

26
日　

教
主
ご
就
任
後
初
の
新
聞
記
者
会
見
を
朝
陽
舘

　
　
　
　
　
　
　

で
。
教
主
と
し
て
の
心
構
え
に
つ
い
て
「
母
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

は
人
を
許
す
気
持
ち
を
、
父
か
ら
は
人
を
見
る
目

　
　
　
　
　
　
　

を
持
つ
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
」
と
述
べ
ら
れ
た
う

　
　
　
　
　
　
　

え
で
、
み
た
ま
磨
き
と
教
団
の
内
面
充
実
、
後
継

　
　
　
　
　
　
　

者
育
成
を
は
か
り
た
い
と

　
　

12
月
28
日　

 

長
生
殿
各
棟
の
正
式
呼
称
を
ご
命
名

　
　
　
　

31
日　

百
日
間
の
教
主
服
喪
期
間
あ
け
る

３
年　

こ
の
頃　

 

能
「
西
王
母
」
に
向
け
て
２
、３
年
、
朝
拝
や
夕

　
　
　
　
　
　
　

拝
の
後
、
ま
た
移
動
車
中
な
ど
で
寸
暇
を
惜
し
ん

　
　
　
　
　
　
　

で
稽
古
に
は
げ
ま
れ
る

　
　

１
月
13
日　

 

教
主
ご
就
任
後
初
の
ご
親
教
と
し
て
大
阪
本
苑　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

管
下
へ
。
こ
の
後
、
平
成
12
年
10
月
ま
で
の
十

　
　
　
　
　
　
　

年
間
、
全
国
す
べ
て
の
機
関
を
く
ま
な
く
ご
親
教

　
　
　
　
　
　
　

に
な
る
（
※
全
国
六
十
一
機
関
、
一
七
〇
回
余
、

　
　
　
　
　
　
　

五
〇
〇
日
間
を
超
す
ご
親
教
を
さ
れ
、
信
徒
数
万

　
　
　
　
　
　
　

人
と
親
し
く
ご
面
会
さ
れ
た
）

　
　

２
月
３
日　

大
本
節
分
大
祭
・
教
主
ご
就
任
祝
賀
全
国
信
徒
大

　
　
　
　
　
　
　

会
で
「
三
代
さ
ま
が
水
晶
の
種
で
あ
ら
れ
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

の
で
、
そ
の
大
切
な
種
を
大
事
に
す
る
だ
け
で
な

　
　
　
　
　
　
　

く
、
苗
床
に
移
し
育
て
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　

お
役
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と

　
　

４
月
28
日　

 

弥
仙
山
参
拝
、
大
本
開
祖
岩
戸
ご
も
り
90
周
年　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

記
念
中
の
宮
祭
典
へ

　
　

５
月
４
日　

み
ろ
く
能
に
て
仕
舞
「
笹
之
段
」
を
ご
奉
納

　
　
　
　

６
日　

 

元
伊
勢
お
水
の
ご
用
90
周
年
記
念
参
拝
へ

　
　
　
　

11 

日　

教
主
ご
就
任
慶
祝
・
東
光
苑
春
季
大
祭
へ
。
13

　
　
　
　
　
　
　

日
ま
で

　
　

６
月
１
日　

聖
師
・
二
代
さ
ま
ご
巡
教
60
周
年
記
念
鳥
海
山
神

　
　
　
　
　
　
　

声
歌
碑
祭
典
へ
。
記
念
植
樹
も
行
な
わ
れ
る
。
３

　
　
　
　
　
　
　

日
ま
で

　
　
　
　

８
日　

聖
師
聖
誕
一
二
〇
周
年
記
念
み
手
代
歌
碑
大
祭

　
　
　
　
　
　
　

へ
。
13
日
ま
で

　
　

７
月
６
日　

開
教
百
年
記
念
神
苑
整
備
事
業
と
し
て
春
日
坂

　
　
　
　
　
　
　

通
り
石
垣
工
事
は
じ
ま
る
。
こ
の
の
ち
一
貫
し

　
　
　
　
　
　
　

て
〝
樹
木
を
生
か
す
よ
う
に
〟
と
ご
指
示
に
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　

神
苑
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
整
備
を
両
聖
地
で
ご

　
　
　
　
　
　
　

指
示
、
実
行
さ
れ
る

　
　
　
　

13
日　

 

出
雲
火
の
ご
用
90
周
年
・
大
本
教
祖
記
念
碑
建

　
　
　
　
　
　
　

立
20
周
年
記
念
祭
典
へ
。
出
雲
大
社
正
式
参
拝
、

　
　
　
　
　
　
　

記
念
歌
祭
に
も
ご
臨
席
。
15
日
ま
で

　
　

９
月
８
日　

 

聖
師
聖
誕
一
二
〇
周
年
・
神
島
開
き
75
周
年
記

　
　
　
　
　
　
　

念
祭
典
へ

　
　
　
　

14
日　

 

三
代
教
主
歌
碑
建
立
20
周
年
記
念
皆
神
山
大
祭

　
　
　
　
　
　
　

へ
。
17
日
ま
で

　
　
　
　

23
日　

教
主
ご
就
任
一
年
を
期
し
「
ご
神
意
の
ま
に
ま

　
　
　
　
　
　
　

に
」
を
ご
発
表
、
教
嗣
変
更
当
時
の
こ
と
な
ど
を

　
　
　
　
　
　
　

お
述
べ
に

　
　

11
月
１
日　

 

奈
良
岡
の
家
別
院
秋
季
大
祭
へ
。
八
雲
琴
「
安

　
　
　
　
　
　
　

国
曲
」
を
ご
奉
納
。
３
日
ま
で

　
　

12
月　
　
　

教
団
は
「
脳
死
を
人
の
死
と
す
る
こ
と
に
反
対
す

　
　
　
　
　
　
　

る
」
声
明
を
発
表

４
年
３
月
19
日　

 

教
主
さ
ま
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
心
の
『
立
替

　
　
　
　
　
　
　

え
立
直
し
』」
が
毎
日
新
聞
夕
刊
で
掲
載
さ
れ
る

　
　

春
頃　
　
　

 

花
明
山
工
房
（
天
恩
郷
）
を
約
30
年
ぶ
り
に
お

　
　
　
　
　
　
　

使
い
に
な
り
、
ご
作
陶
を
は
じ
め
ら
れ
る
。
長
生

　
　
　
　
　
　
　

殿
建
設
記
念
品
や
地
方
信
徒
下
付
用
に
膨
大
な

　
　
　
　
　
　
　

量
を
お
作
り
に
な
る

　
　

４
月
29
日　

 

竹
田
別
院
開
設
60
周
年
記
念
春
季
大
祭
へ

　
　

５
月
４
日　

 

み
ろ
く
能
で
仕
舞
「
西
王
母
」
を
ご
奉
納

　
　
　
　

５
日　

 

長
生
殿
初
の
み
ろ
く
大
祭
で
八
雲
琴 「
出
雲
詣
」

　
　
　
　
　
　
　

を
ご
奉
納

　
　

６
月
13
日　

 

開
教
百
年
慶
祝
北
海
本
苑
あ
し
わ
け
大
祭
へ
。

　
　
　
　
　
　
　

扁
額
除
幕
、記
念
植
樹
。17
日
ま
で

　
　

７
月
８
日　

開
教
百
年
記
念
沓
島
・
冠
島
代
表
参
拝
へ

　
　

８
月
７
日　

長
生
殿
能
舞
台
鏡
松
の
老
松
下
絵
に
「
惟
神
霊
幸

　
　
　
　
　
　
　

倍
世
」
と
ご
染
筆

　
　

９
月
８
日　

 

開
教
百
年
記
念
神
島
祭
典
へ

　
　

10
月
10
日　

開
祖
・
聖
師
・
二
代
・
三
代
教
主
参
拝
80
周
年
記

　
　
　
　
　
　
　

念
香
良
洲
神
社
祭
典
へ
。
11
日
ま
で

　
　

11
月　
　
　

長
生
殿
完
成

５
年
５
月
４
日　

長
生
殿
完
成
慶
祝
能
で
能
「
西
王
母
」
を
奉
納
。

　
　
　
　

29
日　

 

聖
師
ご
巡
教
70
周
年
・
み
手
代
歌
碑
建
立
30
周

　
　
　
　
　
　
　

年
み
手
代
歌
碑
大
祭
へ
。
31
日
ま
で

　
　

８
月
７
日　

第
30
回
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
大
会
（
亀
岡
市
）
が　
　

　
　
　
　
　
　
　

開
催
さ
れ
名
誉
大
会
長
を
務
め
る
。



　
　
　
　

９
日　

大
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
普
及
会
創
立
70
周
年
記
念

　
　
　
　
　
　
　

式
典
（
綾
部
市
）
を
開
催
（
名
誉
会
長
）。

　
　

10
月　
　
　

茶
道
裏
千
家
家
元
鵬
雲
斎
宗
匠
に
よ
る
献
茶
式

　
　
　
　
　
　
　
（
綾
部
市
・
長
生
殿
）。

　
　

11
月　
　
　
「
世
界
宗
教
者
の
祈
り
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
長
生

　
　
　
　
　
　
　

殿
で
開
催
、
代
表
呼
び
か
け
人
と
な
ら
れ
る

　
　

12
月
５
日　

天
恩
郷
月
次
祭
後
、
祭
典
伶
人
と
と
も
に
八
雲
琴

　
　
　
　
　
　
　
「
出
雲
新
嘗
」
ご
奉
納

６
年
５
月
４
日　

み
ろ
く
能
で
舞
囃
子
「
葛
城
」
を
ご
奉
納

　
　

10
月
９
日 　

青
年
部
発
足
30
周
年
記
念
式
典
へ

　
　

11
月
６
日　

梅
松
苑
信
徒
会
館(

松
香
館)
地
鎮
祭
へ
。
自
主

　
　
　
　
　
　
　

献
金
を
す
す
め
ら
れ
る

　
　

12
月
４
日 　

天
恩
郷
月
次
祭
後
、
祭
典
伶
人
と
と
も
に
八
雲

　
　
　
　
　
　
　

琴
「
神
の
都
」
を
ご
奉
納

　
　
　
　

25
日　

尊
師
三
年
祭
（
老
松
殿
）
で
祭
典
伶
人
と
と
も
に

　
　
　
　
　
　
　

八
雲
琴
「
宮
の
迠
」
を
ご
奉
納

７
年
１
月　
　
　

阪
神
大
震
災
で
災
害
救
援
対
策
本
部
を
設
置
。
救

　
　
　
　
　
　
　

援
物
資
に
つ
い
て
指
示

　
　

２
月
19
日　

 

還
暦
を
迎
え
ら
れ
る

　
　

３
月
17
日　

 

初
の
琉
球
主
会
管
下
ご
親
教
で
、各
支
部
の
ほ
か

　
　
　
　
　
　
　

第
二
次
世
界
大
戦
殉
難
者
慰
霊
祭
へ
。
20
日
ま
で

　
　

５
月
３
日　

教
主
還
暦
慶
祝
梅
松
祭
・
三
代
教
主
教
主
補
聖
誕

　
　
　
　
　
　
　

祭
で
八
雲
琴
「
天
津
少
女
」
を
ご
奉
納

　
　
　
　
　
　
　
『
教
主
ご
あ
い
さ
つ
集
』（
一
）
刊
行

　
　
　
　

30
日　

教
派
神
道
連
合
結
成
百
周
年
記
念
式
典
へ（
東
京
）

　
　

６
月
４
日　

人
類
愛
善
会
創
立
70
周
年
記
念
式
典
（
天
恩
郷
）

　
　
　
　
　
　
　

で
「
食
・
農
・
環
境
」
を
運
動
の
主
軸
に
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　

と
を
明
示
さ
れ
る

　
　

７
月
８
日　

開
祖
沓
島
ご
も
り
平
和
祈
願
90
周
年
記
念
祭
典
へ

　
　
　
　

９
日　

大
阪
本
苑
完
成
奉
告
祭
へ
。
こ
の
の
ち
各
地
で
新

　
　
　
　
　
　
　

し
い
〝
神
の
家
〟
の
建
設
が
進
む

　
　

９
月
６
日　

京
都
新
聞
で
教
主
さ
ま
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記

　
　
　
　
　
　
　

事
「
祈
り
込
め
―
独
自
の
平
和
運
動
」
が
掲
載
さ

　
　
　
　
　
　
　

れ
る

　
　
　
　

24
日　

出
雲
本
苑
設
立
10
周
年
記
念
秋
季
大
祭
へ
。
26
日

　
　
　
　
　
　
　

ま
で

　
　

10
月
28
日　

聖
師
吉
岡
発
言
50
周
年
記
念
鳥
取
本
苑
秋
季
大　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

祭
へ
。
30
日
ま
で

　
　

11
月
５
日　

 

第
１
回
全
国
愛
善
歌
奉
納
大
会
へ
。
善
言
美
詞

　
　
　
　
　
　
　

の
愛
善
歌
を
歌
う
こ
と
の
大
切
さ
、
歌
詞
内
容
の

　
　
　
　
　
　
　

す
ば
ら
し
さ
折
々
に
話
さ
れ
、
愛
善
歌
合
唱
の
気

　
　
　
　
　
　
　

運
を
盛
り
上
げ
ら
れ
る

　
　

11
月
16
日 　

松
香
館
が
自
ら
の
ご
発
意
に
よ
る
初
の
建
物
と

　
　
　
　
　
　
　

し
て
完
成

８
年
４
月
６
日　

聖
師
ご
巡
教
80
周
年
記
念
祭
（
走
水
神
社
・
横
須

　
　
　
　
　
　
　

賀
）
へ
。
８
日
ま
で

　
　

５
月
３
日　

第
２
回
全
国
愛
善
歌
奉
納
大
会
で
出
口
家
合
唱　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

団
ア
ン
ジ
ェ
ー
ロ
の
一
員
と
し
て
愛
善
歌
を
ご

　
　
　
　
　
　
　

奉
納
。

　
　

５
月
23 
日　

鉢
伏
山
開
き
50
周
年
記
念
祭
典
へ

　
　

６
月
20
日　

日
本
宗
教
連
盟
創
立
50
周
年
記
念
式
典
へ（
東
京
）

　
　

７
月
８
日　

国
見
山
遥
拝
所
設
置
50
周
年
記
念
沓
島
冠
島
遙

　
　
　
　
　
　
　

拝
祭
へ

　
　

８
月
８
日　

愛
善
み
ず
ほ
会
「DO

M
O

」
新
装
開
店
式
へ
。
愛

　
　
　
　
　
　
　

善
み
ず
ほ
会
運
動
の
重
要
性
を
繰
り
返
し
お
の

　
　
　
　
　
　
　

べ
に
な
り
、
同
運
動
を
復
興
さ
れ
る

　
　

８
月
27
日　

日
本
宗
教
者
会
議
設
立
会
議
へ
。
教
主
さ
ま
は

　
　
　
　
　
　
　

名
誉
顧
問
に
な
ら
れ
る

　
　

９
月
８
日　

神
島
開
き
80
周
年
記
念
祭
典
へ
。
記
念
植
樹
も
行

　
　
　
　
　
　
　

な
わ
れ
る

　
　

11
月
22
日　

箆
取
神
社
「
神
恩
洪
大
」
碑
建
立
20
周
年
記
念
祭　

　
　
　
　
　
　
　

典
へ
。
岡
山
本
苑
秋
季
大
祭
で
記
念
植
樹
も
行
な　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

わ
れ
る
。
25
日
ま
で

９
年　
　
　
　
　

春
～ 

無
農
薬
を
め
ざ
す
稲
作
が
大
本
神
饌
田
で

　
　
　
　
　
　
　

始
ま
り
、田
植
え
、稲
刈
り
に
自
ら
ご
出
仕
に
な
る

　
　

４
月　
　
　

教
団
は
「
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
の
食
品
表
示
を

　
　
　
　
　
　
　

求
め
る
声
明
文
」
を
厚
生
大
臣
に
送
付
。

　
　

４
月
26
日　

奈
良
岡
の
家
別
院
開
設
30
周
年
記
念
大
祭
へ
。
27

　
　
　
　
　
　
　

日
ま
で

　
　

５
月
２
日　

教
団
本
部
は
臓
器
移
植
法
案
に
関
す
る
要
望
書　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

を
政
府
に
提
出

　
　

５
月
28
日　

大
本
資
料
館
に
筆
先
な
ど
根
本
教
典
、
お
作
品
等

　
　
　
　
　
　
　

の
収
納
が
終
わ
り
、
館
内
を
ご
視
察
に
な
る

　
　

６
月
14
日　
「
臓
器
移
植
法
案
に
対
す
る
願
い
」
文
を
発
表
。

　
　
　
　
　
　
　

教
団
本
部
は
「
臓
器
移
植
法
案
」
参
院
審
議
前
に　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

緊
急
記
者
会
見
し
反
対
表
明
。

　
　
　
　

17
日　

臓
器
移
植
法
案
の
衆
参
両
院
可
決
を
う
け
て
「
臓

　
　
　
　
　
　
　

器
移
植
法
に
対
す
る
反
対
声
明
」
発
表

　
　

８
月
４
日　

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
10
周
年
記
念
「
世
界
宗
教

　
　
　
　
　
　
　

者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」
へ
（
比
叡
山
延
暦
寺
）

　
　

11
月
29
日　

大
本
教
主
と
し
て
初
の
南
米
ご
親
教
。
南
米
本

　
　
　
　
　
　
　

部
功
労
者
・
物
故
者
合
同
慰
霊
祭
、
愛
善
堂
建

　
　
　
　
　
　
　

設
40
周
年
記
念
大
祭
ご
臨
席
、
舞
囃
子
「
胡
蝶
」

　
　
　
　
　
　
　

を
ご
奉
納
。
そ
の
あ
と
南
米
本
部
管
下
全
12
支

　
　
　
　
　
　
　

部
２
会
合
所
へ
ご
親
教
。
飛
行
機
な
ど
を
乗
り

　
　
　
　
　
　
　

継
ぎ
、
11
日
間
で
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
１
万
キ
ロ
余
を

　
　
　
　
　
　
　

ご
移
動
、
信
徒
４
１
９
人
と
ご
面
会
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　

12
月
23
日
ま
で

10
年　
　
　
　
　

特
に
こ
の
年
か
ら
、
教
団
内
に
お
け
る
脳
死
臓
器

　
　
　
　
　
　
　

移
植
に
関
す
る
研
鑚
が
進
み
、
反
対
運
動
が
活
発



　
　
　
　
　
　
　

化
す
る
。
四
代
さ
ま
は
〝
か
つ
て
の
原
水
爆
反
対

　
　
　
　
　
　
　

運
動
以
上
に
大
き
な
平
和
運
動
で
あ
る
〟
と
お
っ

　
　
　
　
　
　
　

し
ゃ
り
〝
科
学
の
暴
走
〟
を
警
告
し
、
全
信
徒
の

　
　
　
　
　
　
　

先
頭
に
立
っ
て
こ
の
運
動
を
強
く
推
し
進
め
ら

　
　
　
　
　
　
　

れ
た

　
　

１
月
28
日　

教
主
さ
ま
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
科
学
の
暴
走
を

　
　
　
　
　
　
　

憂
う
」
が
産
経
新
聞
夕
刊
で
掲
載
さ
れ
る

　
　
　
　

30
日　

教
団
本
部
は
臓
器
移
植
法
に
関
し
て
政
府
へ
要

　
　
　
　
　
　
　

望
書
提
出

　
　

４
月
18
日　

宮
原
山
開
き
70
周
年
記
念
祭
典
へ
。
21
日
ま
で

　
　

５
月
25
日　

教
団
本
部
は
イ
ン
ド
の
地
下
核
実
験
に
対
し
て

　
　
　
　
　
　
　

抗
議
声
明
文
送
付
。
29
日
パ
キ
ス
タ
ン
の
同
実
験

　
　
　
　
　
　
　

に
対
し
て
も
抗
議
声
明
文
送
付

　
　

６
月
17
日　

京
都
市
内
で
初
の
ノ
ン
・
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
配
布
街

　
　
　
　
　
　
　

頭
活
動
。
以
降
全
国
各
地
で
活
動
を
展
開

　
　

７
月
18
日　

伯
耆
分
苑
設
立
・
大
山
農
場
50
周
年
記
念
祭
へ
。

　
　
　
　
　
　
　

19
日
ま
で

　
　

８
月
21
日　

聖
師
ご
来
道
70
周
年
記
念
あ
し
わ
け
大
祭
へ
。

　
　
　
　
　
　
　

24
日
ま
で

　
　

10
月
10
日　

梅
松
塾
開
設
30
周
年
記
念
祝
賀
会
へ

　
　
　
　

16
日　

熊
本
本
苑
秋
季
大
祭
・「
道
明
殿
」完
成
奉
告
祭
へ
。

　
　
　
　
　
　
　

19
日
ま
で

　
　
　
　

30
日　

二
代
さ
ま
の
個
展
「
出
口
す
み
こ
の
世
界
展
」
へ

　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
銀
座
・
ゴ
ラ
ク
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

　
　

11
月
14
日　

北
陸
本
苑
設
置
40
周
年
記
念
大
祭
へ
。
16
日
ま
で

　
　
　
　

21
日　

東
京
本
部
開
設
30
周
年
記
念
東
京
歌
祭
へ
。
22
日　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

東
光
苑
秋
季
大
祭
に
ご
臨
席

11
年
４
月
８
日　

 

上
谷
幽
斎
修
行
百
年
記
念
参
拝
へ

　
　
　
　

11
日　

京
都
本
苑
開
設20

周
年
記
念
大
祭
へ

　
　

５
月
４
日　

 

み
ろ
く
能
で
仕
舞
「
東
北
」
ご
奉
納

　
　

５
月
５
日　

脳
死
臓
器
移
植
反
対
署
名
活
動
は
じ
ま
る
。
長
生

　
　
　
　
　
　
　

殿
神
前
で
署
名
第
一
号
と
な
ら
れ
る

　
　
　
　

15
日　

京
都
市
内
で
初
の
脳
死
臓
器
移
植
反
対
署
名
街
頭

　
　
　
　
　
　
　

活
動
を
実
施
、
以
降
全
国
で
署
名
活
動
を
展
開

　
　

９
月
25
日　

聖
師
皆
神
山
ご
入
山
70
周
年
記
念
秋
季
大
祭
へ
。

　
　
　
　
　
　
　

29
日
ま
で

　
　

10
月　
　
　

脳
死
・
臓
器
移
植
反
対
署
名
全
国
縦
断
キ
ャ
ラ
バ

　
　
　
　
　
　
　

ン
隊
全
国
に
派
遣

　
　
　
　

11
日　

静
岡
市
内
で
の
脳
死
臓
器
移
植
反
対
街
頭
署
名　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

活
動
に
お
出
ま
し
に
な
る

　
　

11
月
６
日　

少
女
時
代
に
採
集
さ
れ
た
植
物
標
本
が
白
梅
殿

　
　
　
　
　
　
　

で
展
示
さ
れ
る
（
大
本
開
祖
大
祭
）

　
　
　
　

20
日　

神
戸
本
苑
秋
季
大
祭
・
完
成
奉
告
祭
へ
。21
日
ま
で

　
　

11
月　
　
　

教
団
は
脳
死
移
植
反
対
署
名
41
万
４
５
６
７
人

　
　
　
　
　
　
　

分
を
厚
生
省
に
提
出

12
年
２
月　
　
　

綾
部
市
・
エ
ル
サ
レ
ム
市
友
好
都
市
宣
言
署
名
式

　
　
　
　
　
　
　

へ
。

　
　

３
月
13
日　

北
陸
・
神
聖
苑
の
木
の
花
桜
植
樹
式
へ

　
　
　
　

19
日　

筑
紫
本
苑
昇
格30

周
年
記
念
春
季
大
祭
へ
。
20

　
　
　
　
　
　
　

日
ま
で

　
　
　
　

25
日　

長
周
分
苑
設
立
記
念
春
季
大
祭
へ
。
27
日
ま
で

　
　

４
月
９
日　

近
江
本
苑
設
置
20
周
年
記
念
春
季
大
祭
へ
。
11
日

　
　
　
　
　
　
　

ま
で

　
　

５
月
３
日　

教
主
生
誕
祭
で
八
雲
琴
「
木
の
花
」
を
ご
奉
納

　
　
　
　
　
　
　

出
口
聖
子
（
花
明
山
そ
の
）
著
『
草
木
に
よ
せ
て
』

　
　
　
　
　
　
　

が
刊
行
さ
れ
る

　
　
　
　

４
日　

み
ろ
く
能
で
仕
舞
「
難
波
」
ご
奉
納

　
　

６
月
23
日　

伊
勢
神
宮
外
宮
、香
良
洲
神
社
に
正
式
参
拝
さ
れ
る

　
　

７
月
８
日　

沓
島
・
冠
島
開
き
百
周
年
記
念
参
拝
へ
（
国
見
山

　
　
　
　
　
　
　

遥
拝
所
）

　
　
　
　

25
日　

エ
ル
サ
レ
ム
で
大
本
祭
式
に
よ
る
世
界
平
和
祈

　
　
　
　
　
　
　

願
祭
を
執
行

　
　

８
月
29
日　

鶴
山
窯
（
鶴
山
工
房
登
り
窯
）
火
入
れ
式
へ
。
32

　
　
　
　
　
　
　

年
ぶ
り
の
窯
焚
き
を
喜
ば
れ
る

　
　
　
　

30
日　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
連
本
部
で
開
催
さ
れ
た
宗
教

　
　
　
　
　
　
　

指
導
者
ら
に
よ
る
ミ
レ
ニ
ア
ム
世
界
平
和
サ

　
　
　
　
　
　
　

ミ
ッ
ト
「
国
連
宗
教
者
平
和
会
議
」
で
ス
ピ
ー

　
　
　
　
　
　
　

チ
（
廣
瀬
麻
子
教
主
名
代
代
読
）、
生
命
倫
理
諸

　
　
　
　
　
　
　

問
題
に
つ
い
て
宗
教
者
の
奮
起
を
促
さ
れ
る

　
　

９
月
８
日　

神
島
遥
拝
祭
へ

　
　

９
月
29
日　

宮
城
分
苑
設
立
記
念
秋
季
大
祭
へ
。
10
月
２
日
ま

　
　
　
　
　
　
　

で
。
最
後
の
ご
親
教
と
な
る

　
　

10
月
４
日　

大
阪
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
ご
入
院
。
そ
の

　
　
　
　
　
　
　

後
大
本
開
祖
大
祭
（
11
月
６
日
）、
開
祖
聖
誕
祭

　
　
　
　
　
　
　
（
12
月
16
日
）、
尊
師
毎
年
祭
（
12
月
25
日
）、
梅

　
　
　
　
　
　
　

松
苑
新
年
祭
（
１
月
１
日
）
ご
臨
席
の
た
め
お
帰

　
　
　
　
　
　
　

り
に
な
る

　
　

10
月
16
日　

教
団
本
部
は
「
脳
死
移
植
に
関
す
る
法
律
の
見
直

　
　
　
　
　
　
　

し
に
関
す
る
要
望
」
と
脳
死
・
臓
器
移
植
反
対
署

　
　
　
　
　
　
　

名=

総
数
87
万
１
５
７
１
人=

を
厚
生
省
に
提
出

　
　

11
月
６
日　
『
教
主
ご
あ
い
さ
つ
集
』(

二)

が
刊
行
さ
れ
る

13
年
１
月
１
日　

新
春
を
梅
松
苑
で
お
迎
え
に
な
り
、
新
年
祭
で
年

　
　
　
　
　
　
　

賀
の
あ
い
さ
つ
を
お
う
け
に
な
る
。

　
　
　
　

31
日　

ご
退
院
。
節
分
大
祭
ご
臨
席
の
あ
と
２
月
６
日
天

　
　
　
　
　
　
　

恩
郷
へ
。
２
月
21
日
再
入
院
さ
れ
る

　
　

４
月
22
日　

廣
瀬
紅
さ
ま
、
教
嗣
（
教
主
継
承
者
）
に
。
出
口

　
　
　
　
　
　
　

姓
と
な
ら
れ
る

　
　
　
　

28
日　

出
口
紅
教
嗣
ご
臨
席
の
も
と
、
開
祖
岩
戸
ご
も
り

　
　
　
　
　
　
　

百
年
記
念
弥
仙
山
参
拝

　
　

４
月
29
日　

午
前
11
時
16
分
大
阪
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

で
昇
天
。
享
年
66
歳


